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１．はじめに 

 

私たちのこの２年間の歩みの第一歩は、まず“教師自身が

学ぶ”ことから始まった。個々の教師の経験と勘だけでは何

の進展もない。子ども達の学力を本当にあげるために、教師

がひたすら学ぶことに徹した。 

そしてこの２年間、全教員が一丸となって目標を共有し、

特に、学年のチームワークを生かして実践を進めることがで

きた。その結果、若手教員の指導力が飛躍的に向上し、子ど

もの学力をあげる成果を得ることができた。 

 

２．研究の目的 
 

本校の研究の目的は、「算数科における学力向上（基礎基

本の完全習得と数学的な思考力の育成）」である。 

 

３．研究の方法 
 

○毎月の研究授業を通して、教員同士で学び合う。協議会に、

東原教授（信州大学）と中川教授（放送大学）に参加して

いただく。CRT 分析により作成した「学力向上プラン」

に基づいて、日常の授業実践を行う。 

 ・基礎基本の完全習得を図るために、個別学習支援システ

ム「インタラクティブスタディ」を継続して計画的に実

施する。その際、教師用画面から見える応答記録のデー

タを明日の授業に生かしていく。 

 ・思考を深めるためには、どういう思考を深めさせたいの

か(意図する思考力）を明確にし、そのための活動を考

える。その手段として、カブリ３Dソフト(動的図形ソフ

ト）による操作活動と話し合い、電子黒板等を活用した

発表討論、スタディノートの発表機能等を生かした意見

交換などの協働学習を行う。 

 

４．研究の内容 
 
○個別支援システム「インタラクティブスタディ」を単元の

導入で活用し、個別学習により新たな概念を学ぶ実践。  

○個の特性に応じるために、インタラクティブスタディで自

作教材に取り組む実践。  

○グループウェアソフト「スタディノート」のポスター機能、

動画機能等を活用した協働学習の実践。 

 

５．研究の経過 
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７．おわりに ◇ 業実践 

本を定着させるための個別学習 

６

が日々の授業に還元

され、算数科における学力向上が目に見える形にしなければ

な

」をモットーに、全教員で日々力

を

２月～３月 児童一人一台の情報端末による授

・一人一人に基礎基  

・子ども同士が教え合い、学びあう協働学習 研究もまとめの段階に入った 12 月に、総務省「地域雇用

創造 ICT 絆プロジェクト」の対象校に選ばれた。これによ

り、これまではコンピュータ室でしかできなかった学びが、

各教室に広がった。そして、一人一人の能力や特性に応じた

学び、子ども達同士の学び合いが実現できるようになった。

子ども達は、基礎基本を確実に定着させると同時に、コミュ

ニケーションを深めている。これからの新しい学びのあり方

について、新たな可能性を感じているところである。引き続

き、目の前の子ども達に向き合いながら、未来を担う子ども

達、そして未来の学校で学ぶ子ども達のための学びのイノベ

ーションを進めていく。 

 

．研究の成果と今後の課題 
 

２年間の研究の実践は、私たちの学び

らなかった。22 年度の４月に行った CRT の結果から、本

校の中でも特に学力向上への取り組みが必要な２学年でピッ

クアップし、12 月に再度 CRT を行った。そこで示された結

果は、児童の学力が向上したと断言できるものであり、研究

の成果が目に見える形で表された。これは、平山小学校全教

員の喜びとなっている。 

今後も、「困っている子に気づく力と愛。そして子ども達

同士のコミュニケーション

最後に、２年間、パナソニック教育財団特別研究指定校と

してご指導いただきました放送大学教授 中川一史先生、信

州大学教授 東原義訓先生、日野市教育委員会、そして、研

究協議会に参加してくださったパナソニック教育財団の則常

さんをはじめ、多くの先生方および関係者の皆様に厚く感謝

申し上げます。 

合わせて頑張っていく。そして「子ども達の可能性を信じ

てがんばりたい！」「無理だと決めつけてはいけない！大人

が考えているより子どもの力は素晴らしい！その力を伸ばし

てあげたい！」という気持ちで（すべて研究協議会で出され

た若手教員の名言である）、今後も子ども達の学力向上のた

めに研究を継続していく。 
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